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2014年 9 月に茨城県の貸切.高速.路線バスを運行するバス会社1 社の全徙業員 
609.名に対し、調査前月の従業員のライフスタイルや運転状況、労働環境などに関す 










と非イベント群の差がp く 0.1であった因子を選択して多変量ロジスティック回帰分 
析を行ったところ、体調不良時の運転継続が、衝突事故またはヒヤリハットの有意 
な危険因子であることがわかった（オ ッ ズ 比 ：3.421、9 5 %信 頼 区 間 ：1.618〜 
7. 231)。
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なお、ロジスティック回帰モデルについて、擬似決定係数 （ N agelkerkeR二乗値） 





















































ステム作りが重要であることが明確となった。この結果を踏まえて、今後、労 働 衛 生 （職 
場環境改善）においても社会医学的側面からの介入•連携を行っていくことが重要である 
との示唆が得られた。
(総 字 数 416字）
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